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○議長（茅沼隆文） 

 続いて、議案第２５号 平成３０年度開成町水道事業会計予算の細部説明を担当課

長に求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 それでは、予算書の２２７ページをお開きください。 

 議案第２５号 平成３０年度開成町水道事業会計予算。 

 総則。第１条、平成３０年度開成町の水道事業会計予算は、次に定めるところによ

る。 

 業務の予定量。第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 １号、給水装置個数７，７４９個。 

 ２号、年間総給水量１９５万３，０７７立方メートル。 

 ３号、一日平均給水量５，３５１立方メートル。 

 ４号、主な建設改良事業費２億１，８２５万６，０００円、増設改良費。 

 収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定め

る。 

 収入、第１款水道事業収益、２億６，３６６万３，０００円。 

 第１項、営業収益、２億４，３４９万５，０００円。 

 第２項、営業外収益、２，０１６万８，０００円。 

 支出、第１１款水道事業費用、２億６，３６６万３，０００円。 

 第１項、営業費用、１億７，７３５万３，０００円。 

 第２項、営業外費用、２，８６５万８，０００円。 

 第３項、予備費、５，７６５万２，０００円。 

 資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定め

る。 

 （資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億１，８１５万４，０００円は、

過年度分損益勘定留保資金２億４０８万５，０００円、当年度分資本的収支調整額１，

４０５万９，０００円で補填するものとする。） 

 収入、第２款資本的収入、６，０２６万８，０００円。 

 第１項、分担金、８５６万円。 

 第２項、負担金、１７０万８，０００円。 

 第５項、企業債、５，０００万円。 

 支出、第１２款資本的支出、２億７，８４２万２，０００円、 

 第２項、増設改良費、２億１，８２５万６，０００円。 

 第３項、企業債償還金、５、７１６万６，０００円。 

 第４項、予備費、３００万円。 

 次のページをお開きください。 

 債務負担行為。第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、
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次のとおりと定める。 

 事項、高台第一浄水場第２配水池屋根改修工事、期間、平成３１年度、限度額、１，

３３９万６，０００円。 

 企業債。第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次の

とおりと定める。 

 起債の目的、配水施設整備事業。 

 限度額、５，０００万円。 

 起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりです。 

 一時借入金。第７条、一時借入金の限度額は２，０００万円と定める。 

 議会の議決を経なければ流用することができない経費。第８条、次に掲げる経費に

ついては、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、または、それ以外の

経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 １号、職員の給与費、３，４１６万２，０００円。 

 たな卸資産の購入限度額。第９条、たな卸資産の購入限度額は、１，１２７万４，

０００円と定める。 

 平成３０年３月６日提出、開成町長、府川裕一。 

 それでは、別冊の開成町歳入歳出予算書説明資料、１１８ページ、１１９ページを

お開きください。 

 歳入です。収益的収入、水道事業収益、営業収益、給水収益の水道使用料は、７７

４９件を見込んでおります。前年度に比べ０．４％の増となります。 

 受託工事収益の給水工事加入金は、１９８件を見込んでおります。前年度に比べ１

３．８％増となっております。 

 その他の営業収益の手数料は、給水工事設計審査、開始・休止、給水工事指定申請、

給水工事指定再交付、閲覧交付手数料と下水道料金徴収料の手数料を見込んでおりま

す。 

 二つとばしまして、他会計負担金は、消火栓３７９基の管理費を計上しております。 

 一つとばしまして、営業外収益、長期前受金戻入益は、原価償却額のうち補助金で

取得した金額の戻入益で、実際の歳入はありません。 

 二つとばしまして、資本的収入です。資本的収入、分担金の配水管布設分担金は、

下水道工事に伴う配水管布設替え工事に係る分担金です。 

 負担金の他会計負担金は、消火栓更新工事に係る負担金です。 

 企業債は、配水施設整備事業の起債でございます。 

 次の１２０、１２１ページをお開きください。 

 収益的支出です。水道事業費用、営業費用の原水浄水配水及び給水費は、安全な水

道水供給を行うため水質の検査や浄水場施設の維持管理、休日や夜間の漏水に対応す

るための漏水当番経費や給・配水工事の維持管理を行うものでございます。 

 受託工事費は、舗装復旧、緊急用工事など、給水工事等に関する費用でございます。 

 総係費は、テレメータによる浄水場施設の監視や現在使用しています企業会計シス
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テムの保守料等でございます。 

 三つとばしまして、営業外費用の支払利息は４７件分でございます。 

 二つとばしまして、予備費は５，７６５万２，０００円です。 

 続きまして、資本的支出です。資本的支出、建設改良の増設改良費、配水施設整備

工事費は、下水道工事に伴う配水管布設工事、耐用年数が過ぎました配水管の配水管

更新工事や、水道資材置き場新設工事、あと水道施設の長寿命化のための高台第一浄

水場第２配水池屋根改修工事等を行うものです。工事場所につきましては、説明資料

の後ろ、資料３としまして水道工事箇所を添付してありますので、後程、ご覧いただ

きたいと思います。 

 メータ費は、８年経過した検満メータ９６７個の交換工事とメータ１，１５９個の

購入を行う費用でございます。 

 企業債償還金は、水道事業債４１件分でございます。 

 予備費は、昨年と同額の３００万円を計上しております。 

 恐れ入りますが、ここで予算書の２３３ページをお願いします。 

 平成３０年度開成町水道事業予定キャッシュ・フロー計算書です。平成３０年４月

１日から平成３１年３月３１日までです。１の営業活動によるキャッシュ・フローで

す。 

 （１）当年度純利益５，１３３万９，２３９円と（２）の営業活動から得た現金預

金への当年度純利益の調整、イからホまでを加えました小計１億７，６８５万２，９

６２円に、受取利息及び配当金受入額、支払利息及び企業債取扱諸費の支払額を加え

た営業活動から得た現金預金（純額）は、１億５，６９９万６，９６２円となります。 

 次に、２の投資活動によるキャッシュ・フローです。（１）の固定資産の取得によ

る支出（建設改良費）から（６）の投資活動に伴う現金預金の調整まで、投資活動か

ら得た現金預金（純額）は、マイナス１億９，６９１万９，４８３円となります。 

 次に、３の財務活動によるキャッシュ・フローです。（１）の企業債の発行と（２）

の企業債の償還の合計が財務活動から得た現金預金（純額）となり、マイナス７１６

万６，０００円となります。 

 ４の現金預金及び現金等価物増加額・減少額は、マイナス４，７０８万８，５２１

円となり、５の現金預金及び現金等価物期首残高、５億８，２２３万５，２５６円を

加えた６の現金預金及び現金等価物期末残高は、５億３，５１４万６，７３５円とな

ります。 

 ２３８ページをお開きください。 

 平成２９年度開成町水道事業予定貸借対照表（税抜き）です。 

 平成３０年３月３１日現在の予定でございます。資産の部。１の固定資産は、（１）

有形固定資産、イの土地からトの建設仮勘定まで、有形固定資産合計２６億７，６８

６万７，３９２円です。 

 （２）無形固定資産は、イの電話加入権が２１万３，０４０円です。 

 （３）投資その他の資産は、イのリサイクル預託金９，１３０円です。 
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 固定資産合計は、２６億７，７０８万９，５６２円となります。 

 ２の流動資産は（１）現金預金から（３）貯蔵品まで、流動資産合計は６億１，８

２４万５，７４１円となり、資産合計は３２億９，５３３万５，３０３円です。 

 次のページをご覧ください。負債の部です。 

 ３の固定負債は、（１）企業債と（２）引当金、イの修繕引当金です。固定負債合

計は、１０億１，５８１万８，９８６円です。 

 ４の流動負債は、（１）一時借入金から（４）引当金まで、流動負債合計は６，９

６３万２，２３２円です。 

 ５の繰延収益は、（１）長期前受金、イの国県補助金からホの受贈財産評価額まで、

繰延収益合計は５億２，３０４万９，７５３円で、負債合計は１６億８５０万９７１

円です。 

 次のページをご覧ください。 

 資本の部です。６の資本金は、（１）自己資本金、イの固有資本金からハの出資金

まで、資本金合計１４億２，８９６万３，０７４円です。 

 ７の剰余金は、（１）利益剰余金、イの建設改良積立金からハの当年度未処分利益

剰余金まで、剰余金合計は２億５，７８７万１，２５８円です。 

 資本合計は１６億８，６８３万４，３３２円です。 

 負債資本合計は、３２億９，５３３万５，３０３円です。 

 次の２４２ページをお願いいたします。 

 平成３０年度開成町水道事業予定貸借対照表（税抜き）です。 

 平成３１年３月３１日現在の予定です。 

 資産の部。１の固定資産は、（１）有形固定資産、イの土地からトの建設仮勘定ま

で、有形固定資産合計２７億６，３７２万１，２８３円です。（２）無形固定資産は、

イの電話加入権２１万３，０４０円です。 

 （３）投資その他の資産は、イのリサイクル預託金９，１３０円です。固定資産合

計は、２７億６，３９４万３，４５３円です。 

 ２の流動資産は（１）現金預金から（３）の貯蔵品まで、流動資産合計は５億５，

８４２万７，６５６円となり、資産合計は３３億２，２３７万１，１０９円です。 

 次のページをご覧ください。負債の部です。３の固定負債は、（１）の企業債と（２）

の引当金、イの修繕引当金で、固定負債合計は１０億５６７万４，３５４円です。 

 ４の流動負債は、（１）一時借入金から（４）引当金まで、流動負債合計は６，５

９２万６，０２３円です。 

 ５の繰延収益は、（１）長期前受金、イの国県補助金からホの受贈財産評価額まで、

繰延収益合計は５億１，２５９万７，１６１円です。負債合計は、１５億８，４１９

万７，５３８円です。 

 次のページをご覧ください。資本の部です。６の資本金は、（１）自己資本金、イ

の固有資本金からハの出資金まで、資本金合計は１４億２，８９６万３，０７４円で

す。 
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 ７の剰余金は、（１）利益剰余金、イの建設改良積立金からハの当年度未処分利益

剰余金まで、剰余金合計は３億９２１万４９７円です。 

 資本合計は１７億３，８１７万３，５７１円です。 

 負債資本合計は、３３億２，２３７万１，１０９円となります。 

 次の２４６ページをお願いいたします。 

 平成２９年度開成町水道事業損益計算書（税抜き）見込みです。平成２９年４月１

日から平成３０年３月３１日までです。 

 １の営業収益は、（１）の給水収益から（３）その他の営業収益まで、２億２，３

４８万３，３３５円です。 

 ２の営業費用は、（１）の原水浄水配水及び給水費から（６）の材料売却原価まで、

１億６，８５７万７８８円です。 

 営業利益は、５，４９１万２，５４７円となります。３の営業外収益は、（１）の

受取利息及び配当金から（５）の雑収益まで、２，０１９万４，４６９円です。 

 ４の営業外費用は、（１）支払利息と（２）の雑支出が２，１５５万８，６３１円

です。したがいまして、営業外費用はマイナス１３６万４，１６２円となります。 

 ５の特別損失は、計上がありません。 

 経常利益は５，３５４万８，３８５円となり、当年度純利益として５，３５４万８，

３８５円を見込んでおります。前年度繰越利益剰余金は、３，１２１万２，８７３円

です。したがいまして、当年度未処分利益剰余金として、８，４７６万１，２５８円

の見込みとなっております。 

 次の２４８ページをお願いいたします。 

 開成町の水道事業会計予算作成における注記です。 

 １の重要な会計方針と２の予定キャッシュ・フロー計算書等の関連。 

 ４のその他注記は、昨年と変更ありません。 

 ３の予定貸借対照表等に関する注記は、記載のとおりです。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

 以上で、議案第２５号 平成３０年度開成町水道事業会計予算の説明を終了いたし

ました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 ５日目の会議は１３日午前９時から行います。本日はこれにて散会いたします。お

疲れさまでした。 

                    午後２時４４分 散会 

 

 


